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岡山県中山間・地域振興課資料（2022年）
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　一年を通して、雨の少ない時でも川から水を
取り、みなさんの水道水とすることができるの
は、森林が雨水をしっかりとたくわえ、少しず
つ流してくれるダムの働きをしているからです。
　県南の5市では、川の上流にある県北の3市
町村の山20カ所（計642ha（岡山ドーム約
676個分））に植林等を行い、下刈りや枝打ち、
間伐などの手入れを行いながら、森林を「緑の
ダム」として守り育てる仕事もしています。
　また、岡山県企業局では、県内13カ所（計531ha）の
山に植林し、森林を守り育てています。
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岡山の木材の良さを感じてほしい
　木材は、家や家具として私たちの生活に「あたたかみ」や
「落ち着き」を与えてくれるだけでなく、木材として使い続け、
木を伐ったところに植えて、育ててまた使うというサイクルを
続けることで、地球温暖化の防止にも役立ちます。木材を
使うことは、みなさんの健康や地球環境を気づかうことにつ
ながります。もっともっと木にふれて、使って遊んで、木の
良さを実感してみてください。

　森林は、地球温暖化の原因の一つである二酸

化炭素を吸収しながら成長します。伐採して木材

として使う間も、炭素としてたくわえ続けられ、

さらに、再び苗木を植えて育てることによって、

新たに二酸化炭素を吸収していくので、木材を使

うことは地球温暖化の防止にも役立ちます。

木の玉プール

木製スーパーカー

岡山県木材組合連合会  田中信行さん
た なか のぶ ゆき

木材フェスティバル
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木質チップ

　　　　　　

CLTとは
CLTを使った施設

し  せつ

Cross Laminated Timberの頭文字をとっ
た呼び方でシーエルティーと読みます。
厚めの木の板を並べたものを直角に重ねて
接着剤で貼り合わせた新しい建築材料です。
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クロス ティンバーラミネーティッド

岡山県林政課調べ（2013年6月）

子どもたちを守る木のぬくもり

歯科医院（岡山市）

高校（倉敷市）

サイクリングセンター（真庭市）

　木材は、衝撃を吸収したり、室内の温度や湿度を適度に保ったり、ぬくもり
を与えるといった、すぐれた性質をたくさん持っているので、子ども園や保育園
では保育室、遊ぎ室、ろう下、遊具などに木材がたくさん使われています。「亻（に
んべん）」に木と書いて“休まる”となるように、昔から人と木はとても相性が良い
のでしょう。

こども園（岡山市）

保育園（岡山市）
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平福コミュニティハウス（岡山市）
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　山に植えられた苗木が、家の柱などに利用できる大きさに育
つまでには、４０年以上の長い時間が必要になります。その長
い間、下刈りや間伐など、木の成長に応じた手入れを行うことで、
健康な森林を育て、良質な木材を生産していくのが、「林業」
という仕事です。それには、手入れの技術だけでなく、将来の
森林の姿を思い描く想像力も必要になります。
　また、健康な森林を育てることは、きれいな水や空気を育ん
だり、自然災害を防いだりと、私たちの暮らしを守ることにもつ
ながっています。
　私たちの身の周りの木製品など
も、誰かが森林を大切に育ててきた
からこそ、今ここにあるものです。
私たち森林組合では、受け継いでき
た地域の大切な森林を、次の世代
にも引き継いでいくため、日々仕事
に取り組んでいます。

作州かがみ森林組合  小椋美博さん
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木を同じ長さに切断し、丸太にする

森林の大切さを教える仕事
子どもの頃から祖父に連れられ、山が遊び場でしたが今では
考えられないことです。気付けば地元の森林組合に勤めること
になり、今では遊びではなく仕事として山に関わっています。
祖父が植えた木を手入れしていくうちに、下刈・間伐等の必要
性を実感し、組合職員としていまだに手入れの出来ていない森
林所有者への働きかけ、関係機関等への連携などにより健全
な森林造りを行っています。これからを支える子ども達に、山
の魅力、木の温もりを感じてもらえるよう、森林を守っていきた
いと思います。
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びほく森林組合　三村彩子さん
み むら あや こ　
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2,0302,459 60歳以上 50～59歳 40～49歳
39歳以下 全就業者数における

39歳以下の割合

しゅうぎょう

39歳以下の割合は11%（1985年）から29%（2020年）に高くなっ
ており、林業で働く若い人が増えている。

さい わりあい



豊かな里山を守りたい

22年

当社は、1968年に総社市に工場を設立して以来、高
梁川の伏流水を水源として「カルピス」をはじめとした多
くの清涼飲料水を製造しています。
清涼飲料水の製造において、水は大切な主原料です。

そのため、工場で使う水の水源である高梁川の上流域
で水を育む「森」を守り育てることは当社にとってとても
重要なことだと考えています。このような考えから、
2019年に高梁市の森林に土地をお借りして植樹活動を
開始しました。
それ以来、当社の従業員や取引先の企業の方々と共

に植樹活動を行い、2021年３月には目標としていた
2,700本の広葉樹の植樹を達成し、現在では木を守り育
てる活動に取り組んでいます。
当社はこれからも、大切な水の源と

なる「森」を守りながら、おいしくて健康
な清涼飲料水をつくり続けていきます。

　少子高齢化などによる人口減少により、新見市哲多町花木の里山荒廃に歯止めをかける担
い手が減少しています。この問題解決のため、当会では、多くの人に地域の豊かな自然環境
に関心を持ってもらう活動や都市部の人と交流しサポーターを増やす活動を
行っています。具体的には、毎年４月に野の花観察会を行っており、参加
者をガイドし、カタクリなど春の花の観察を楽しんでいただいています。
また、11 月には植樹活動も実施しています。地域外の人と一緒に、集落
周辺の傾斜地にイロハモミジなどを植樹し、紅葉の名所にもなっています。
今後もさらに多くの人に活動に参加していただき、地域の環境の大切さを
伝え、荒廃を防ぐ担い手を増やしていきたいと考えています。
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水を育む森を守りたい

アサヒ飲料株式会社岡山工場

渡邉 久仁光工場長
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野の花観察会

植樹活動
和桜会

堀江啓三会長

県内での森づくり活動を支援しています！
　わたしたちは、健全で緑豊かな岡山の森林を将来にわたり守り育
てるため、森づくり活動に取り組まれる森林ボランティア団体のみ
なさんのお手伝いをしています。
　岡山の森林は人が手を入れなくなり、竹林が拡大したり、里山
が荒れるなど、昔にはなかった状況となっています。
　そうした中で、地域の里山を自分たちの力で守り育てようと、県
内各地で森林ボランティアによる保全活動が活発化しています。
　わたしたちは、その森林ボランティア活動を行う
みなさんへの活動の助言や、相談を受けるほか、安
全技術の取得のための講習会、必要な資機材の貸出
などを行っています。
　また、県内の団体による活動がより活発化するた
め、活動発表会や意見交換会などを開催しています。
　今後も活動団体への支援を継続的に行い、みなさ
んに親しまれ、気軽に相談ができるサポートセンター
を目指していきます。

おかやま森づくりサポートセンター

森づくりについての研修会

チェーンソーの安全講習里山資源の活用を通じた交流会
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